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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

耐水性と親水性の相反する特性を併せ持つ被膜を形成することのできるコート剤の
開発

実験
Experimental

試料1：耐水性の高い被膜を形成するポリエステル樹脂
試料2：試料1の親水性を向上させることを目的に、末端水酸基を有する成分を配合
した試料
試料1、試料2の被膜を作製しそれぞれの水滴接触角を確認したところ、試料1と比
べて試料2は水滴接触角が低いことが分かった。
接触角が低くなった物理的な要因を分析するために、AFMによる被膜の表面状態を
観察した。

結果と考察
Results and Discussion

試料2は試料1と比較して粒子径が5倍程度大きく、かつ粒子間の間隔も広がってい
たことが確認された。すなわち被膜表面の凹凸具合がより大きくなっている
ことが確認された。水酸基を有する成分の導入により水との親和性が高まったこと
に加え、上記構造の拡大により、被膜表面積、及び水が入り込む空間が
拡大したことによって、より大きな親水性が発現し、それにより水滴接触角が低下
したと推測している。
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